
平成３０年度　総合戦略関係予算

総合戦略体系別予算額 予算額（千円）

1,132,695

①若い世代の経済的安定と結婚支援

②安心して子どもを産み育てられる環境づくり

③子育て家庭に対する経済的支援

108,719

①地域とともにある学校づくりの推進

②次代を拓く児童生徒の「学ぶ力」の育成

③家庭・地域の教育力の向上

646,526

①企業誘致の推進
②重要港湾三田尻中関港の機能強化
③地場産業・既存中小企業の育成
④創業しやすい環境づくり

①農業の担い手育成と経営基盤の強化
②地元水産物の消費拡大の推進と担い手育成

①観光まちづくり体制の整備
②明治維新１５０年を契機とした観光需要の拡大

47,801

①地元学生等への就職機会の拡大
②高齢者や障害者等への就労に向けた支援

①県外大学生等の防府市への就職の促進
②幅広い世代に対する還流・移住の促進
③教育関連施設や企業等の防府市への移転促進

1,818,763

①活力ある都市核づくりの推進
②都市核と地域を繋ぐ交通ネットワーク形成

①学校を核とした地域づくりと多世代家族形成の推進
②中山間地域等におけるコミュニティの活性化

①地域包括ケアシステムの構築

①ストックマネジメントの強化
②自助・共助によるまちの活性化を支える仕組みづくり
③産・学・金との連携や広域連携の推進

※基本目標ごとの予算額について、事業が重なる部分は重複計上しています。

【基本目標５】元気みなぎるコンパクトシティの形成
(１)活力ある都市核づくりと地域を繋ぐ交通ネットワーク形成

(２)地域コミュニティの活性化

(３)安心して暮らせる基盤づくりの推進

(４)都市経営システムの充実

【基本目標４】防府市への人材の定着・還流・移住の推進
(１)防府市への定住に向けた市内就職の促進

(２)防府市への移住促進

【基本目標３】産業振興による新たな雇用の創出

(１)防府市の特性を活かした産業力の強化

(２)第一次産業の担い手育成と経営基盤の強化

(３)防府ブランド“幸せます”を核とした観光振興

【基本目標１】若い世代の希望をかなえる結婚・出産・子育て環境の創造

(１)「子どもの輝く笑顔　夢を育むまち　防府」の実現

【基本目標２】未来を拓く地域教育力の再生

(１)「学ぶなら防府」の実現
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2 女性の再就職等や子育て期の女性の継続雇用の促進 30,657千円

女性の活躍応援・人材確保支援事業 事業費 48,776千円のうち

30,657千円

3 若者の出会いの機会の提供 700千円

婚活支援事業 事業費 800千円のうち

700千円

・婚活大規模イベント事業補助金

300,000円×2イベント

・企業間婚活イベント事業補助金

50,000円×2イベント

4 婚活セミナー・講座の開催 139千円

婚活支援事業 事業費 800千円のうち

100千円

・婚活セミナー事業補助金

100,000円×1イベント

男女共同参画推進事業 事業費 459千円のうち

39千円

　イオン防府店に開設した「ほうふ女性しごと応援テラス」において、就職活動に役立つセミ
ナーや専門相談員による相談業務、求人情報の提供などにより、働くことを希望する女性の就職
を支援します。

　企業間で開催する婚活イベントを募集し、採択したイベントの開催に要する経費に対し
て、補助金を交付します。

【基本目標１】若い世代の希望をかなえる結婚・出産・子育て環境の創造

(１)「子どもの輝く笑顔　夢を育むまち　防府」の実現

①若い世代の経済的安定と結婚支援

　少子化の一つの要因である未婚化や晩婚化を解消するため、男女の出会いの機会を創出してい
くことで、結婚を望む独身の男女を支援します。

　仕事と家庭の両立に向けた取組を推進するため、ワークライフバランス講座を開催します。

　婚活に役立つセミナー、妊娠・出産を含めた人生設計を考える講座等の開催に要する経
費に対し補助金を交付します。

新
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5 妊娠・出産・育児総合支援体制の構築 5,953千円

子育て世代包括支援センター運営事業 事業費 3,620千円

・妊産婦等の支援に必要な実情の把握

・支援プランの策定

・保健医療又は福祉の関係機関との連携調整、妊娠出産子育て包括支援連絡協議会の開催

子育て支援課管理経費 事業費 13,606千円のうち

2,333千円

・子育て応援サイトの運用

6 保育サービスの充実 137,591千円

子育て短期支援事業 事業費 749千円

　保護者の疾病等により家庭において養育が一時的に困難になった児童や経済的な理由により

緊急一時的に保護が必要となった児童を一定期間児童養護施設等において養育保護することに

より、児童及びその家族の福祉の向上を図ります。

　・事業内容　ショートステイ、トワイライトステイ

病児保育事業 事業費 19,103千円

地域子育て支援事業 事業費 117,739千円

　・利用者支援事業　・延長保育事業　・一時預かり事業　

　・地域子育て支援拠点事業　・実費徴収に係る補足給付を行う事業
　・多様な事業者の参入促進・能力活用事業

7 放課後児童対策の充実 301,967千円

留守家庭児童学級運営事業 事業費221,643千円

留守家庭児童クラブ事業 事業費 25,317千円

中関留守家庭児童学級建設事業 事業費3,295千円

勝間留守家庭児童学級建設事業 事業費22,935千円

大道留守家庭児童学級建設事業 事業費28,777千円

　中関小学校北校舎の改修に伴い、校舎内に留守家庭児童学級を移設するとともに、１学級増設
し、児童の安全確保及び保育環境の充実を図ります。

　小学校の改築に伴い、校舎内に設置している留守家庭児童学級を改築整備します。

　保護者が就労等により昼間家庭を留守にしている児童を対象として、遊びや生活の場を提供
し、児童の健全育成を図ります(市内16小学校、27学級・4クラブ)。

　病気のため保育施設(保育所等)や小学校での集団生活が困難であり、かつ保護者が仕事等の都
合で家庭で保育できない児童を、保育士、看護師等を配置した病院付設の保育施設で一時的に預
かることで、保護者の子育てと仕事の両立を図ります。

　各種保育サービスの事業を民間保育所等へ委託し、多様化する保育需要に対応するとともに、
保育の必要な児童の福祉の向上を図ります。
　また、子どもとその保護者が教育・保育施設や、地域の子育て支援事業等の中から適正なもの
を選択し円滑に利用できるよう支援を行います。

②安心して子どもを産み育てられる環境づくり

　「分かりやすく」「探しやすい」メニュー構成で子育て支援に関する情報を提供する『幸せま
す子育て応援サイト』の運用を行います。

　妊娠期から子育て期にわたる切れ目ない支援をするために平成29年10月に開設した「子育て応
援室　まんまるほうふ」の運営を行います。

・妊娠・出産・育児に関する相談に対し、祖父母手帳などその内容に応じたパンフレットや媒体
を用いての情報提供や助言・保健指導

新

新

新
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8 子育て家庭の外出支援 782千円

赤ちゃんの駅整備事業 事業費 782千円

9 相互援助活動の支援と子育て親子の交流促進 12,294千円

ファミリーサポートセンター運営事業 事業費 8,578千円

　・保育施設の保育終了後の子どもの預かり

　・買い物等外出時の子どもの預かり

　・保育施設等までの子どもの送迎　　　　など

親子ふれあい広場事業 事業費 427千円

子育てサロン運営事業 事業費 3,289千円

10 男性の積極的な家事育児への参加促進 99千円

男女共同参画推進事業 事業費 459千円のうち

99千円
　男性の積極的な家事育児への参加を促進するため、啓発活動を行います。

・「イクメン、イクジイ、カジダン」フォトコンテストの開催

・男性向け料理教室の開催

11産科医等の確保 12,500千円

産科医等確保支援事業 事業費 12,500千円

　乳幼児を抱える保護者が、外出中に授乳やおむつ替えができる「赤ちゃんの駅」を整備し、子
育てにやさしいまちづくりを推進します。
　また、市内で開催されるイベント等において移動式赤ちゃんの駅の貸し出しを行い、乳幼児を
抱える保護者の外出における負担軽減を図ります。

　民間の医療機関の産科医等を確保するため、医師等に分娩手当を支給している市内の医療機関
に補助を行います。（一分娩につき最大2万円の補助）

　育児援助を行いたい人(援助会員)と育児援助を受けたい人(依頼会員)の相互の調整をし、依頼
会員の依頼により、援助会員が子どもの世話を有料で行う相互支援援助事業を実施します。

　未就園の乳幼児をもつ親とその子どもが自由に集い、保育士や講師、ボランティア団体等によ
るベビーマッサージや親子体操等を行うとともに親子の交流や情報交換を行う「あつまれ！わく
わく広場」をルルサス防府等で開催します(年10回)。

　未就園の乳幼児をもつ親とその子どもが自由に集い、親子の交流や情報交換をするサロンを周
辺地域において開設し、子育て支援を行います。（各地区月１回程度）

4



12 健やかな子どもの成長・発達への支援と母子保健の充実 135,838千円

母子保健地域組織育成支援事業 事業費 2,131千円

　市民の子育て支援に関わる母子保健推進員を育成するため、次の各事業を行います。

・母子保健推進員の研修会を年3回程度開催し、知識の向上を図ります。

・母子保健推進員による乳幼児の家庭訪問を実施します。

(生後2か月、1歳、1歳6か月、3歳、その他)

・母子保健推進員が年4回程度乳幼児の親子を集め、各公民館でふれあいの場として、子育て

サークルを提供します。

妊婦健康診査事業 事業費 104,447千円

・妊婦検診14回分の公費助成を行います。

乳幼児健康診査事業 事業費 26,468千円

　健全な乳幼児の育成を図るため、乳幼児の健康診査を実施します。

・乳児健診(生後1か月、3か月、7か月健診)を実施します。

・幼児健診(1歳6か月児、3歳児)を実施します。

妊産婦保健指導事業 事業費 291千円

　妊産婦の健康保持増進を図るため次の各事業を行います。

・妊娠中や産後の健康保持増進に必要な知識を普及するため、妊婦を対象にした教室を保健

　センターで開催します(年4回程度)。

・「母子健康手帳」を交付して健診や予防接種など妊産婦に必要な基礎情報を提供し、個別

　の健康管理に役立てるとともに、個別相談に応じます。

乳幼児保健指導事業 事業費 2,501千円

・保健師、助産師、栄養士等による乳幼児相談を3段階に分けて実施します。

　(Ａ：5か月未満、Ｂ：5か月～1歳、Ｃ：1歳～就学前、各月1回、計36回実施)

・栄養士が、離乳食を始める保護者を対象にした離乳食教室を実施します(月1回、計12回実施)。

・子育てに不安を持つ親を対象として、臨床心理士等による育児教室(ゆっくり子育て学び塾)を

　年3回開催します。

・子どもの発達支援、就学支援を図るため、「5歳児発達相談会」を年9回程度開催します。

14 不妊治療に対する支援の充実 10,970千円

いのちの誕生支援事業 事業費 10,970千円
　少子化対策の一環として、不妊治療を受けている世帯に助成します。

・一般不妊治療費の助成　　年間上限額：5万円（年間3万円（県・市1/2） 単市上乗せ2万円）

・特定不妊治療費の助成　　1回あたりの上限額：10万円

（県事業初回30万円、2回目以降15万円に対し、市独自で1回につき上限10万円上乗せ）

15 子どもの医療費に対する支援拡充 446,645千円

乳幼児医療費支給事業 事業費 255,719千円

こども医療費支給事業 事業費 190,926千円

乳幼児・小学生の医療費無料化

　山口県が実施している体外受精・顕微授精(特定不妊治療)の助成に、市単独で助成を上乗せ
します。

③子育て家庭に対する経済的支援

　小学校を卒業するまでの医療費を無料化し、子育て家庭の負担を軽減するとともに、児童の
保健向上と福祉増進を図ります。

　妊婦健康診査の実施により、母体や胎児の健康増進及び疾病の早期発見・早期治療を図るとと
もに、出産に係る経済的負担を軽減し、少子化対策につなげます。

　乳幼児の健康保持増進、保護者の育児不安の軽減及び就学前の支援を図るため次の各事業を行
います。
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16 多子世帯の経済的支援の充実 36,560千円

多子世帯保育料等軽減事業 事業費 1,500千円

多子世帯応援給付金支給事業 事業費 35,060千円

・贈呈額(いずれも第3子以降の子どもが対象)

　　出生時　　　　　　100,000円分　

　　小学校入学年齢時　 50,000円分

　　中学校入学年齢時　 50,000円分

　多子世帯の児童が民間保育サービス施設を利用した場合に、保育料を補助し、保護者の経済的
負担の軽減を図ります。

　第3子以降の子どもの出生時や小中学校入学年齢時において、お祝いとして市内共通商品券を
贈呈し、多子世帯の子育てを応援します。

6



17 コミュニティ・スクールの機能充実 872千円

地域と育む学び舎づくり事業 事業費 872千円

18 校種間連携・小中一貫教育の推進 8,016千円

小中一貫教育推進事業 事業費 8,016千円

19 学校、家庭、地域の協働による土曜授業の実施 840千円

小中学校教育研究事業 事業費 3,346千円のうち

土曜授業推進費  840千円

20 地域の豊かな教育資源を活かした学習プログラムの充実 7,602千円

防府市教育“夢”プロジェクト事業 事業費 945千円

・土曜学習「菅公みらい塾」

地域学校協働活動推進事業 事業費 8,486千円のうち

 6,657千円

・放課後子ども教室の運営(現在15教室設置。)

21 確かな学力の育成 8,042千円

知能検査・学力検査事業 事業費 8,042千円

【基本目標２】未来を拓く地域教育力の再生

(１)「学ぶなら防府」の実現

①地域とともにある学校づくりの推進

　保護者や地域住民が学校の運営等に関わり、相互の信頼関係を深めるとともに、学校・家庭・
地域が、連携・協働して社会総がかりで子どもの学びや育ちを見守り支援することを目的とし
て、全小中学校に設置した学校運営協議会の運営経費です。

　平成27年度から小規模特認校に指定した富海小学校・富海中学校において、市内全域から児童
生徒を募集し、英語教育を充実させた小中一貫教育に継続して取り組みます。
　また、平成28年度から配置した富海小学校・富海中学校に常駐する外国語指導助手1人を継続
して配置します。

　全小中学校で月1回程度の土曜授業を実施するにあたり、各校に事業実施にかかる費用を補助
します。（1校につき30,000円）

　防府市内の小中学校に通学し、多くの体験から豊かに学びたい、先人の教えを学び心を磨きた
いと考える児童生徒を募り、防府市の多様な人材や企業、文化財等の豊かな社会資源を活用した
体系的・継続的な学習プログラムを実施します。
　平成26年度から実施している「菅公みらい塾」で明治維新150年に関連した講座を開催し、よ
り地域に密着した学習となるよう、内容の充実を図ります。

②次代を拓く児童生徒の「学ぶ力」の育成

　知能検査及び学力検査を実施し、検査から得られる客観的データに基づいて、個を生かす教育
の推進や指導方法の工夫改善を図ります。
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22 社会の変化に対応した教育の充実 40,621千円

研究指定校事業・教育研究プロジェクト事業 事業費 2,257千円のうち

100千円

小学校パソコン等管理事業 事業費 38,249千円のうち

ＩＣＴ機器関連経費 27,102千円

中学校パソコン等管理事業 事業費 20,917千円のうち

ＩＣＴ機器関連経費 13,419千円

23 学びの支援体制の充実 9,300千円

スクールカウンセリング事業 事業費 6,887千円

・スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーの配置

(1)スクールカウンセラー

・臨床心理士の資格を有するスクールカウンセラーを山口県が派遣

・全小・中学校に配置し、不登校・いじめなどの問題行動に対応

・教育相談研修会、生徒指導総合研修会の実施

(2)スクールソーシャルワーカー

・問題を抱える児童生徒の学校内や関係機関との調整を図り、問題解決へのサポートを行う

障害のある児童生徒に関する教育支援事業 事業費 2,413千円

24 家庭の教育力向上を目指した三世代同居・近居への支援 20,000千円

三世代同居支援事業 事業費 20,000千円

・三世代同居支援補助金

対象経費（工事請負契約額等が300万円以上）の1/10に相当する額を補助(上限：50万円)

　親世帯と子世帯が同居するための住宅の新築や購入、増改築等に要する費用の一部を補助しま
す。

　創意工夫により主体的な学校づくりと特色ある教育活動を推進するため、教育研究プロジェク
ト事業を実施します。その研究成果を各学校に広めることで、教育上の諸課題に対応するための
教育活動についての理解や授業力の向上を図り、学力の向上等を図ります。

　障害や障害の疑いのある児童生徒に対して、教育的ニーズに応じた特別な教育的支援を講ずる
ために、市内の特別支援学級設置校の校長、担任教員などを委員とする教育支援委員会を設置
し、必要とする調査・検査・診断に基づいた特別な教育的支援を行います。
　学校内の特別支援教育の体制を構築していくため、特別支援教育推進員を配置し、適切な指導
助言を行います。

　スクールカウンセラー等による児童生徒及び保護者への相談業務、また、カウンセリング等に
関する教職員及び保護者に対する助言・援助や情報提供を行います。

③家庭・地域の教育力の向上

　富海小学校・中学校及び向島小学校でモデル事業として活用研究を進めてきたタブレット端末
等を全小中学校へ配備することにより、多様な目的・場所・教科で活用できる環境を整備し、児
童生徒の思考力・表現力・判断力の向上を図ります。

8



25 地域の多様な人材を結集する『ほうふ幸せます人材バンク』の整備 3,976千円

人材養成・活用事業 事業費 2,177千円のうち

2,147千円

・『ほうふ幸せます人材バンク』の推進

地域学校協働活動推進事業 事業費 8,486千円のうち

1,829千円

25-1 防府市青少年科学館「ソラール」の魅力向上 9,450千円

青少年科学館管理事業 事業費 9,950千円のうち

9,450千円

・ソラール発！ものづくりの未来創造・科学人材育成プロジェクト

　学校等を拠点とした教育支援活動(『ほうふ幸せます人材バンク「支援者バンク」』活動）を
推進するとともに、学校支援ボランティアのコーディネートを行うため、地域協育ネットに統括
コーディネーターを配置します。

　青少年科学館の機能向上のため、体験型常設展示物を更新します。また、県内の産官学と連携
してものづくりの魅力を発信するため「ものづくり企画展」を開催します。

新

　『ほうふ幸せます人材バンク』の「指導者バンク」に、高校、大学、市内企業に在籍するスペ
シャリストの登録を推進するとともに、指導者バンク登録者の派遣をさらに拡充することで、市
民の生涯学習及び小中高等学校のキャリア教育を支援します。
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26 戦略的な誘致活動 220,223千円

27 企業立地奨励制度の充実

企業誘致推進事業 事業費 220,223千円

・工場等設置奨励金

　固定資産税相当額を3年度間交付します。

・用地取得奨励金

・モーダルシフト利用促進事業補助金

29 中関地区の整備促進 125,401千円

30 三田尻地区の整備促進

港湾整備事業 事業費 148,795千円のうち

123,626千円

　平成30年度に県が実施予定の港湾整備事業について、建設費の一部を負担します。

港湾整備関連事業 事業費 1,775千円

・日本港湾協会等の港湾関係団体の負担金・分担金を支出します。

・みなとオアシス三田尻運営協議会に関する補助金を支出します。

31 県道防府環状線の整備促進 30,000千円

県街路整備事業 事業費 30,000千円

　平成30年度に県が実施予定の街路整備について、事業費の一部を負担します。

・都市計画道路環状一号線

事業費　300,000千円×10％＝ 30,000千円

(１)防府市の特性を活かした産業力の強化

①企業誘致の推進

②重要港湾三田尻中関港の機能強化

　三田尻中関港湾施設及び背後地の環境の改善を図り、利用しやすいみなとづくりを行うための
経費です。

　民間の企業情報データ等を活用し、進出希望企業の把握に努めるとともに、引き続き企業訪問
やアンケート調査を行うことにより、企業の進出ニーズの把握に努めます。
　併せて、工場等の新設、増設及び移転に伴う奨励制度の紹介や産業団地等の情報提供を山口県
等関係機関と連携しながら行うことにより、企業立地を推進し、産業の振興と雇用の安定を図り
ます。

　防府貨物新営業所を利用し鉄道コンテナ貨物輸送を行う事業者に対し、その経費の一部を助
成します。

　工場等設置奨励制度の指定事業者の事業用地の取得に際して、取得費用の一部を助成しま
す。

【基本目標３】産業振興による新たな雇用の創出
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32 潮彩市場防府の魅力向上 50,847千円

水産総合交流施設管理運営事業 事業費 50,847千円

・活性化計画実行支援委託料

道の駅潮彩市場防府活性化計画の実行に向けた支援を委託します。
・施設整備工事費

・賑わい創出・収益向上事業補助金

34 大型クルーズ船の誘致 114千円

観光振興広告宣伝事業 事業費 11,926千円のうち

114千円

35 売れるものづくり支援の充実 3,500千円

中小企業育成事業 事業費 504,043千円のうち

3,500千円

・売れるものづくり支援事業補助金

・中小企業フォーラムの開催

36 商業地域の活性化と雇用の促進 20,300千円

中心市街地活性化事業 事業費 23,444千円のうち

4,400千円

・事業所誘致促進補助金

商店街活性化事業 事業費 6,050千円のうち

4,900千円

・空き店舗活用促進事業補助金

店舗リフォーム助成事業 事業費 11,000千円

・店舗リフォーム助成事業補助金

　道の駅の休憩機能を強化するため、水産物等展示販売施設の一部を休憩スペース等に整備し
ます。

　商店街の連続性を維持し、集客力と回遊性を向上するため、空き店舗に出店する事業者に家賃
の一部を補助します。

　市内の商業、飲食業、サービス関連事業所等が行う店舗リフォームについて、防府商工会議所
と連携した店舗リフォーム助成事業を実施します。

③地場産業・既存中小企業の育成

　地域産業の育成・活性化及び雇用の促進を図るため、中小企業者等の取組に対し、必要な支援
を行います。

　中小企業振興会議が主体となり、著名な経営者等を講師として招き、商売での成功体験を中小
企業者等に伝え、励ましを与えるフォーラムを開催します。

新

　「道の駅　潮彩市場防府」の運営体制を強化するとともに、平成29年3月に策定された活性化
計画を推進し、賑わい創出及び収益向上を図るため、指定管理者に対して必要な事業経費を補助
します。

　水産総合交流施設「道の駅　潮彩市場防府」の管理運営を指定管理者に委託し、水産業の振興
及び都市と漁村との交流促進を図ります。

　商工会議所と連携しながらクルーズ船運航会社を訪問し、誘致活動を行います。

　中小企業者等が取り組む新商品・新技術の開発及び販路拡大事業に要する経費の一部を補助し
ます。

　中心市街地において、新たに事業所を設置し事業活動を行う事業者に対して補助金を交付し、事
業所の誘致を促進することにより、産業の振興、雇用の促進、中心市街地の活性化を図ります。
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38-1 働き方改革の推進 18,119千円

女性の活躍応援・人材確保支援事業 事業費 48,776千円のうち

18,119千円

39 創業支援センターによる創業者に対する支援 7,500千円

中小企業育成事業 事業費 504,043千円のうち

7,500千円

・創業支援補助金

　新たに創業する個人及び法人事業者に対し事業費の一部を補助します。

・創業塾補助金

　創業するために必要な知識やノウハウを学ぶ創業塾に対し事業費の一部を補助します。

40 インキュベーションプログラムによる創業者支援 10,261千円

中小企業育成事業 事業費 504,043千円のうち

10,261千円

・インキュベーションプログラムによる創業者支援

41 認定農業者・新規就農者への支援 57,993千円

新規就農者支援事業 事業費 43,161千円

・移住就農加速化事業

　県外からの就農体験者を支援します。

認定農業者等経営規模拡大支援事業 事業費 1,500千円

新規就業者受入体制整備事業 事業費 13,332千円

42 集落営農法人等の育成 1,102千円

人・農地問題解決加速化支援事業 事業費 1,102千円

④創業しやすい環境づくり

　創業希望者及び創業者を対象に、事業安定期まできめ細やかな支援を行い、｢創業するなら防
府｣の実現に向けて創業しやすい環境づくりを進めます。

(２)第一次産業の担い手育成と経営基盤の強化

　働きやすい職場づくりにおいて、一定の基準を満たす企業を認定する「ほうふ幸せます働き方
推進企業認定制度」に基づく認定を受けた中小企業が、目標達成に向けて行う取組や従業員の育
成に要する費用の一部を補助します。

①農業の担い手育成と経営基盤の強化

　農業従事者の高齢化が進む中、持続可能な力強い農業を実現するため、新規就農者の技術習得
や農地の確保等、青年層が就農しやすい環境を整備し、就農意欲の喚起と定着を促進します。

新

　経営規模を拡大するために、新たに農地の利用権の設定を受けた認定農業者に奨励金を交付
し、農地集積の促進を図ります。

新

　新規就業者等新たな人材の受入れと定着に向け、農地所有適格法人が実施するトマト栽培管理
施設の整備費用の一部を支援します。

　農業の競争力・体質強化を図るため、今後中心となる経営体への農地の集積や地域農業のあり
方(生産品目、経営の複合化等)について、地域での話し合いにより策定される人・農地プランの
更新を行います。
　また、集落営農法人や集落営農組織の設立を支援するため、補助金を交付します。
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45 ニューフィッシャーの育成支援 7,420千円

ニューフィッシャー確保育成推進事業 事業費 7,420千円

46 観光まちづくりプラットフォームの整備 34,135千円

観光協会助成事業 事業費 34,135千円

47 “幸せます”のまち防府のブランド化 39,260千円

観光振興広告宣伝事業 事業費 11,926千円

観光地魅力創造事業 事業費 27,334千円

48 着地型旅行商品の造成 14,500千円

観光地魅力創造事業 事業費 27,334千円のうち

14,500千円

49 明治維新１５０年事業の推進 5,851千円

明治維新１５０年事業 事業費 5,851千円

・同協会が平成30年度から新たに取り組む「観光コンベンション誘致活動」に対する支援を
行うとともに、誘客活動、観光プロモーションを一元的に実施できるよう支援します。

　観光資源の新たな創出や既存の観光資源の磨き上げを行うとともに、観光地としての魅力を国内外
に広めます。

　市内の地域資源を｢体験プログラム｣に仕立て観光客をおもてなしする、｢ほうふ幸せますまち
博｣を、防府市明治維新150年プロジェクトの中核的取組と位置付け本格開催することで、｢まち
ぐるみによるおもてなし｣を実施します。

拡 　平成30年の明治維新150年を迎え、幕末･明治維新期の史蹟が多く残る本市の魅力を広く発
信すべく、山口県や他市、市内の関係団体と連携・協力し、誘客を目的とした事業を実施し
ます。
　行政と市内の関係団体からなる防府市明治維新150年推進協議会に負担金を支出し、｢市民
の意識啓発・気運醸成｣、｢未来を担う人材育成｣、｢話題性のある観光プログラムの創出｣を柱
とした｢防府市明治維新150年プロジェクト｣に掲げる事業を推進します。

②地元水産物の消費拡大の推進と担い手育成

　新規漁業就業者の研修から就業・定着までの一貫した支援体制を整備し、漁業後継者の確保、
定着を促進します。

　防府市観光事業の健全な発展と振興並びに地域の活性化を図ることを目的とした｢(一社)防府観
光コンベンション協会｣が行う事業の活動経費について補助金を交付します。

拡

(３)防府ブランド“幸せます”を核とした観光振興

①観光まちづくり体制の整備

　観光客誘客のため、パンフレットの作製等を行うほか、首都圏等をターゲットとした広域周遊
観光プロモーションを実施します。

②明治維新１５０年を契機とした観光需要の拡大
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50 高校生への市内企業の理解を深める就職支援 2,000千円

52 市内企業のＰＲ強化

雇用安定事業 事業費 5,654千円のうち

2,000千円

・若者就業機会拡大事業（Hofull事業）

53 若者への職業的自立支援 3,620千円

雇用安定事業 事業費 5,654千円のうち

3,620千円

・若者職場定着支援事業

54 シルバー人材センターを通じた就業機会の提供 10,153千円

シルバー人材センター助成事業 事業費 10,153千円

55 障害者の就労に向けた支援 8,656千円

障害者就労ワークステーション運営事業 事業費 8,656千円

56 地域職業訓練センターの利用促進 7,875千円

防府地域職業訓練センター運営事業 事業費 7,875千円

　市内企業情報誌や市内企業情報検索サイトを活用し、市内企業の魅力や特長を発信するとと
もに、高校生等を対象としたキャリア教育イベントの実施により求人票だけでは伝えきれない
市内企業の魅力や企業情報を発信します。

②高齢者や障害者等への就労に向けた支援

　健康で働く意欲を持った高齢者が、自らの生きがいと豊かな地域社会づくりに貢献することを
目的として運営されている(公社)防府市シルバー人材センターの事業運営に対して補助します。

　市役所内に開設した障害者就労ワークステーションにおいて、一般企業等への就労を目指す障
害者を嘱託職員(事務職員)として雇用し、支援職員の支援のもと、庁内の各部署から依頼を受け
た各種事務補助業務を行いながら、事務職員が社会生活や一般企業等への就労に必要な技能等を
習得できるよう支援を行います。

　勤労者、求職者等の職業能力の開発及び向上を図り、地域経済社会の発展に資するため、防府
地域職業訓練センターの管理運営を行います。

【基本目標４】防府市への人材の定着・還流・移住の推進

(１)防府市への定住に向けた市内就職の促進

①地元学生等への就職機会の拡大

　若者の早期離職を防止するため、専門相談員による個別相談を実施し、若者の職場定着に取り
組みます。
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60 防府市への移住促進 2,110千円

61 移住希望者へのきめ細かな対応

ＵＪＩターン促進事業 事業費 2,110千円

62 コミュニティの活性化に向けた外部人材の移住促進 11,587千円

中山間地域振興事業 事業費 76,532千円のうち

11,587千円

64 本社機能等の移転に向けた誘致活動 1,800千円

中心市街地活性化事業 事業費 23,444千円のうち

1,800千円

・サテライトオフィス誘致プロモーションの実施

(２)防府市への移住促進

②幅広い世代に対する還流・移住の促進

　中山間地域において自主的・自立的に取り組まれる「夢プラン」づくりや「地域おこし協力
隊」の活動を支援し、住民主体の地域づくりを促進します。

③教育関連施設や企業等の防府市への移転促進

　ＩＴ企業等のサテライトオフィス等の誘致を推進するため、防府地域振興㈱が実施する誘致プ
ロモーションに要する経費の一部を補助します。

　首都圏等で開催される移住フェアに出展し、本市の魅力をＰＲするとともに、移住を希望され
る方の相談対応を行います。
　また、具体的に本市への移住を検討されている方に対する個別の情報発信や継続的な就職相談
等、ニーズに応じたきめ細かな移住支援を行います。

①県外大学生等の防府市への就職の促進
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65 まちなかの賑わいづくり 350,009千円

中心市街地活性化事業 事業費 35,837千円

文化施設運営事業 事業費 314,172千円

66 中心市街地と融合した歴史的文化資産等の整備 390,239千円

都市再生整備計画事業 事業費 318,032千円

史跡萩往還三田尻御茶屋（英雲荘）保存修理事業 事業費 34,705千円

　史跡の復旧及び環境整備を目指し、庭園の整備を行います。

山頭火ふるさと館管理事業 事業費 37,502千円

67 都市核づくりに資する新庁舎等の整備 105,596千円

庁舎建設事業 事業費 19,795千円

公会堂整備事業 事業費 85,801千円

　文化施設である、防府市公会堂、防府市地域交流センター(アスピラート)、防府市青少年科学
館(ソラール)、防府市視聴覚ライブラリーの4施設を、その設置目的に従って、指定管理者であ
る（公財）防府市文化振興財団に管理運営、活用させることにより、本市の文化・芸術振興に努
めます。

(１)活力ある都市核づくりと地域を繋ぐ交通ネットワーク形成

①活力ある都市核づくりの推進

【基本目標５】元気みなぎるコンパクトシティの形成

　防災拠点としての耐震性のある庁舎の早期完成と、庁舎建設が他の施策に影響を与えないため
の事業費抑制という2つの観点から、現庁舎敷地を建設地とすることとし、更に市民の利便性向
上と防災機能の強化を図るため、県総合庁舎機能の合築等により「行政ゾーン」を形成すること
等について、具体的な検討を行います。

新

　施設の老朽化が進んでいることから、公会堂の耐震補強及び大規模改修を行います。

　中心市街地の賑わいの創出や商店街のイメージアップを実現するため、まちづくり防府や防府
地域振興㈱等が実施する活性化事業に要する経費の一部を補助します。
　また、魅力ある都市核の形成を総合的かつ一体的に推進するため、中心市街地活性化基本計画
の策定を進めるとともに、各種事業の実施等により中心市街地の活性化を図ります。

　歴史や景観を活かしたまちづくりとして、第２期都市再生整備計画事業(宮市・三田尻地区)の
総仕上げとして事業を進めます。
　平成30年度は、歴史的な景観に配慮したまち並みを整備するため、市道新橋阿弥陀寺線(松崎
地区)の電線類地中化工事及び道路修景整備を実施するとともに、第２期都市再生整備計画の最
終年度になるため、事後評価を行います。

　種田山頭火を顕彰し、郷土の誇りとして伝えるとともに、全ての世代の人が山頭火に親しみ、
交流や活動を生み出す施設となるよう「山頭火ふるさと館」を運営します。また、山頭火が生ま
れた防府市から、「山頭火のふるさとは防府である」ということを全国に発信し、多くの方々に
訪れていただける施設とします。
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68 幹となる生活バス路線の確保・活性化と鉄道の利便性向上 78,472千円

公共交通対策事業 事業費 152,093千円のうち

78,472千円

・バスロケーションシステムの導入補助

69 離島航路の経営安定化対策の推進 71,915千円

公共交通対策事業 事業費 152,093千円のうち

71,915千円

・離島航路対策事業

70 地域の実情に即した生活交通サービスの充実 49,866千円

公共交通対策事業 事業費 152,093千円のうち

1,706千円

・デマンドタクシー運行事業

離島振興事業 事業費 6,974千円のうち

5,600千円

・離島航路旅客運賃助成金

高齢者等バス・タクシー運賃助成事業 事業費 42,560千円
　高齢者等が外出する際に利用するバス又はタクシーの運賃の一部を助成します。

　島民が離島航路を利用する際の運賃について、従来の1人当たり年間24枚の利用券の交付に代
えて、島民であれば常に運賃の半額を助成します。

拡

新

　野島と本土を結ぶ唯一の公共交通機関である野島～三田尻航路を維持するため、㈲野島海運の
欠損金の一部を補助するとともに、運転資金の融通を円滑にするため、金融機関へ預託を行いま
す。

　大道切畑地区において、デマンド型乗合タクシーを運行します。

②都市核と地域を繋ぐ交通ネットワーク形成

　「第二次防府市生活交通活性化計画」に基づき、路線バスの利便性向上や、利用促進に向けた
取組を進めます。
　また、生活に必要なバス路線の維持・確保のため、バス事業者に対する補助を行います。

　スマートフォン等で路線バスの到着時刻等を確認できるバスロケーションシステムの導入を行
うバス事業者に対し、補助を行います。
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71 地域の団体の主体的な活動への支援 52,486千円

地区公共用施設整備事業 事業費 4,842千円

地域コミュニティ構築推進事業 事業費 59千円

ごみ減量化推進事業 事業費 61,335千円のうち

40,860千円

・清掃補助金

・廃棄物資源化推進事業補助金

　住民団体が自主的に行う資源ごみ回収活動に対して、回収量に応じた補助金を交付します。

・廃棄物減量等推進員によるごみの分別指導の実施

地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業 事業費 225千円

自主防災組織等促進事業 事業費 6,500千円

　自主防災組織の立ち上げ及び活動等に対する支援を行います。

72 【富海地域】小中一貫教育の推進 8,016千円

小中一貫教育推進事業 事業費 8,016千円

72 都市・農村交流の推進と定住環境の整備 13,682千円

中山間地域振興事業 事業費 76,532千円のうち

13,682千円

・地域おこし協力隊員（3人）

・地域おこし協力隊起業支援補助金

　平成27年度から小規模特認校に指定した富海小学校・富海中学校において、市内全域から児童
生徒を募集し、英語教育を充実させた小中一貫教育に継続して取り組みます。
　また、平成28年度から配置した富海小学校・富海中学校に常駐する外国語指導助手1人を継続
して配置します。

　地域における課題解決に向けた取り組みや、将来計画策定を進めるため、山口県立大学サテラ
イトカレッジ「みんなで地域づくりを考えよう！」を開講し、自主的・自立的な地域づくりに取
り組む、地域を包括した組織づくりの支援を行います。

　循環型社会の構築をめざし、市民や地域の自主的な3Ｒの実践活動によるごみ減量化や再資源
化を推進するとともに、市民の清潔で快適な生活環境の確保を図ります。

　各地区の資源ごみ・危険ごみ集積場所に廃棄物減量等推進員を配置し、分別指導を行うことに
より、ごみの適正排出を推進します。

　学校、家庭、地域住民が相互の連携を図り、地域社会全体で子どもの安全を見守る体制の整備
を促進するため、スクールガードリーダー2名を配置します。

②中山間地域等におけるコミュニティの活性化

　清潔で明るいまちづくり運動の一環として、資源ごみ、危険ごみ、不燃ごみを分別し、自主搬
入する自治会に対して補助金を交付します。

(２)地域コミュニティの活性化

①学校を核とした地域づくりと多世代家族形成の推進

　地区公共用施設(自治会館)の整備を支援することにより、地域コミュニティ活動の拠点施設の
充実を図ります。

新

　任期満了となる地域おこし協力隊が市内で起業する際に必要な経費の一部を補助します。

　地域おこし協力隊の活動を支援し、住民主体の地域づくりを促進します。
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72 伝統工芸「藍染」による地域活性化 62,800千円

中山間地域振興事業 事業費 76,532千円のうち

62,800千円
・富海地域活性化事業補助金

72 ビーチサッカーと富海海水浴場による地域活性化 26,715千円

海水浴場管理事業 事業費 26,715千円

・公衆用トイレ新設

73 【向島地域】地域の拠点形成と活力ある学校づくり 7,772千円

向島公民館建替事業 事業費 5,615千円

研究指定校事業・教育研究プロジェクト事業 事業費 2,257千円のうち

2,157千円

・複式学級補助教員(1人)

74 【小野地域】地域の拠点形成づくり 5,000千円

小野公民館建替事業 事業費 5,000千円

75 【野島地域】島外からの交流活動の促進等による活力創出 2,203千円

離島振興事業 事業費 6,974千円のうち

1,218千円

・移動販売車両貨物運賃等助成金

・浜市参加者乗船賃助成

・協働事業負担金

茜島シーサイドスクール事業 事業費 985千円

　豊かな自然環境、心温まる教育風土に恵まれた野島小・中学校への市内からの校区外通学を認
め、児童生徒の心身の成長を図るとともに、心豊かに生きる力を培います。なお、保護者負担軽
減のため、渡船通学に係る費用を補助します。

　地域住民や平成29年度に新たに設立された一般社団法人による藍染等の地域資源を活かした地
域活性化の取組を支援します。

　向島公民館敷地内の駐輪場の整備を行います。

新

　小野公民館を災害時の避難場所としても適切である旧小野小学校跡地での建替えに向けて水源
調査を行います。

新

　富海海水浴場に、現在2か所ある公衆用トイレを集約し、ほぼ中央にあたる位置に新設(水洗
化)します。

拡

　市内2か所の海水浴場(富海、野島)をシーズン期間中開設し、管理運営を行います。
　また、海水浴場の松林の管理、清掃及び市道の整地、水路の浚渫等を行います。

　複式学級を有する向島小学校において、中学年以上の学級の専科指導を担当するととも
に、担任と協力して児童の生活全般の指導を行います。

新

　「防府市協働事業提案制度」において採択された事業に要する経費の一部を負担します。
　野島に滞在し、郷土料理を作る、盆踊りを習う等の体験により島外から人を集め、島民と交流
し、野島の魅力を感じてもらうとともに、空家で宿泊等を行うことにより、空家の利活用を図る
事業を市と協働で実施します。

　本市唯一の有人離島である野島において住民の生活を支援し、また、野島住民と島外の人との
交流を支援することで、野島地域の振興を図ります。
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76 介護予防の推進 467,440千円

介護予防・日常生活支援総合事業費等 事業費467,699千円のうち

467,440千円

77 認知症施策の推進 4,466千円

介護予防普及啓発事業 事業費 906千円のうち

259千円

　今後増加する認知症高齢者や、その家族を支援するための普及啓発に資する経費です。

・認知症サポーターの養成講座を実施します。

認知症総合支援事業 事業費 4,207千円

78 地域ケア会議の充実 87千円

地域ケア会議推進事業 事業費 87千円

79 公共施設マネジメントの推進 2,082千円

公共施設マネジメント事業 事業費 2,082千円

80 空き家対策の推進 8,907千円

空家等対策事業　 事業費 8,907千円

・空き家セミナー・個別相談会の開催

・危険空き家解体費補助金

・空家等対策資材貸与・支給事業

・危険空家等対応経費

①ストックマネジメントの強化

　防府市空家等対策計画に基づき、空家等の状況に応じて多様な支援等を行うことで、良好な住
環境の保全に努めます。

(３)安心して暮らせる基盤づくりの推進

①地域包括ケアシステムの構築

　要支援者等に対する効果的かつ効率的な支援等を可能とすることを目指し、多様なサービスを
充実させるとともに、住民等の多様な主体が参画し、地域の支え合い体制づくりを推進すること
を目的とした「介護予防・日常生活支援総合事業」を実施する経費です。

(４)都市経営システムの充実

　個別、圏域別、全市的、それぞれのレベルに応じた重層的な地域ケア会議を開催します。

　認知症初期集中支援チーム、認知症地域支援推進員の配置、認知症カフェの開催、ケアに関わ
る専門職のスキルアップを行います。

　今後厳しい財政運営が予想される中、公共施設の老朽化や耐震化への対応が喫緊の課題となっ
ています。こうした課題に対し、中長期的視点に立ち、公共施設の最適な配置と効率的な管理運
営等を計画的・効果的に実現するため、公共施設マネジメントに取り組みます。
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81 市民活動団体の組織力の向上 107,668千円

地域協働支援センター運営事業 事業費 107,668千円

82 協働を推進する仕組みの拡充 468千円

市民参画協働推進事業 事業費 468千円

83 大学や企業との連携の推進 1,510千円

学公連携推進事業 事業費 1,510千円

･防府市サテライトルームの設置

84 多様な都市間連携の推進 1,364千円

観光振興協定事業 事業費 1,364千円

　周南市との観光振興協定に基づくイベント事業や他市の観光施設との施設間交流により、相互
の観光客の増加を図ります。
　また、｢山口県央連携都市圏域プロジェクト｣による7市町との連携により、広域プロモーショ
ン事業及び旅行商品造成支援事業を行います。

③産・学・金との連携や広域連携の推進

　包括連携協定を締結している県内大学と連携事業を実施します。事業の実施にあたっては、大
学から市への研究提案、または、市から大学への研究依頼の形で行います。

②自助・共助によるまちの活性化を支える仕組みづくり

　参画及び協働によるまちづくりを推進します。また、防府市協働事業提案制度について防府市
協働事業推進委員会による事業の選考を行います。

　地域協働支援センターの施設管理、貸し館運営及び市民活動支援センターの運営等を行うこと
により、市民の活動を総合的に支援し、協働によるまちづくりを推進します。

新

　包括連携協定を締結している大学の学生の活動拠点として、市内にサテライトルーム(学生等
への会議室等の無料開放)を設置します。
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